
問　
交
流
継
続
の
財
政
・

人
的
負
担
の
評
価
は
。

答　
交
流
事
業
の
継
続
に

あ
た
り
、
物
価
上
昇
や
燃

料
価
格
高
騰
の
影
響
で
航

空
運
賃
等
が
上
昇
し
、
財

政
的
負
担
が
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
訪
問
団
受
け

入
れ
時
に
は
職
員
の
業
務

負
担
が
大
き
い
と
い
う
課

題
も
あ
る
。
今
後
は
航
空

会
社
の
さ
ら
な
る
比
較
検

問 新たな国際交流の検討状況は

答　
国
際
交
流
の
充
実
と

多
様
化
を
目
的
に
、
村
民

の
関
心
や
盛
り
上
が
り
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
ハ
ワ
イ

と
台
湾
を
新
た
な
交
流
先

候
補
と
し
て
調
査
・
研
究

を
進
め
て
き
た
。
そ
の
中

で
、
交
流
は
訪
問
に
と
ど

ま
ら
ず
、
教
育
・
文
化
・

産
業
な
ど
多
分
野
で
持
続

可
能
な
関
係
を
築
く
こ
と

が
重
要
と
再
認
識
し
た
。

今
後
は
国
際
交
流
の
目
的

や
意
義
を
整
理
し
た
上
で
、

ま
ず
は
既
存
交
流
の
充
実

と
多
様
化
に
主
眼
を
置
き
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
村
内
に
11
の
原
子
力

施
設
が
あ
る
が
、
各
施
設

の
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
評
価
し
て
い
る
か
。

答　
多
種
多
様
な
原
子
力

施
設
が
立
地
し
て
お
り
、

大
小
様
々
な
リ
ス
ク
が
存

在
。
新
規
制
基
準
対
応
等

に
よ
る
リ
ス
ク
対
策
が
図

ら
れ
て
い
る
と
認
識
。

問　
今
年
７
月
、
玄
海
原

発
に
ド
ロ
ー
ン
と
み
ら
れ

る
飛
行
物
体
が
飛
来
し
た

と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
各

問 原子力施設、
� ドローン攻撃への備えは

答 武力攻撃への対応は求められていない

は
武
力
攻
撃
へ
の
対
応
ま

で
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。

事
業
者
は
治
安
当
局
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。
具
体
的

な
対
策
や
設
備
の
保
有
状

況
に
つ
い
て
は
、
核
物
質

防
護
の
観
点
か
ら
答
え
ら

れ
な
い
。

問　
理
不
尽
さ
を
改
め
て

感
じ
る
。
村
長
は
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
侵
入
や
攻

撃
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
よ
う
に
国

に
強
く
要
望
す
べ
き
。

答　
村
と
し
て
は
、
全
原

協
を
通
じ
て
、
国
に
防
護

対
策
の
再
検
証
や
強
化
な

ど
を
要
請
し
て
い
る
。

答 姉妹都市交流の充実と多様化

事
業
所
に
お
い
て
ド
ロ
ー

ン
な
ど
の
侵
入
・
攻
撃
を

未
然
に
防
ぐ
探
知
シ
ス
テ

ム
等
の
対
策
は
で
き
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
保
有
状

況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
法
律
上
、
事
業
者
に

討
に
よ
る
渡
航
費
用
の
抑

制
と
、
姉
妹
都
市
交
流
協

議
会
と
の
連
携
強
化
に
よ

り
、
企
画
・
運
営
面
で
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
行
政

負
担
の
軽
減
と
持
続
可
能

な
体
制
整
備
を
進
め
る
。

問　
新
た
な
国
際
交
流
の

検
討
状
況
は
。

新政とうかい

川
か わ

﨑
さ き

　裕
ゆ う

弥
や

　議員

光風会

恵
え

利
り

　いつ　議員

姉妹都市アイダホフォールズ市を訪れた
村の一般訪問団
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